
請
求
書
を
提
出
す
れ
ば
、
支
給
期
間
の

終
了
時
ま
で
毎
月
給
付
し
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
　
　

　
日
常
生
活
支
援
も

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
親
や
父
親
、
寡

婦
の
方
が
、
自
立
に
必
要
な
技
能
を
修

得
す
る
た
め
の
通
学
や
就
職
活
動
を
す

る
場
合
を
は
じ
め
、
病
気
、
冠
婚
葬
祭

な
ど
で
一
時
的
に
支
援
が
必
要
な
場
合

に
、
家
庭
生
活
支
援
員
を
派
遣
し
て
、

子
ど
も
の
保
育
や
日
常
生
活
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
支
援
を
受
け
る
に
は
、
事
前
の
登
録

と
利
用
時
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
支
援
に
は
、
利
用
者
の
自
宅
で
の
子

ど
も
の
保
育
や
食
事
の
世
話
、
住
居
の

掃
除
、
医
療
機
関
の
連
絡
な
ど
の
「
生

活
援
助
」
と
、
家
庭
生
活
支
援
員
の
自

宅
や
講
習
・
訓
練
を
受
講
し
て
い
る
場

所
な
ど
で
子
ど
も
の
保
育
を
行
う
「
子

育
て
支
援
」
が
あ
り
ま
す
。

　
年
末
年
始
を
除
く
６
時
か
ら
　
時
ま

22

で
利
用
で
き
、
費
用
は
、
支
援
内
容
や

所
得
な
ど
に
よ
り
、
無
料
か
、
１
時
間

あ
た
り
　
円
ま
で
で
す
。

300

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
か
、

同
様
の
所
得
水
準

②
養
成
機
関
で
２
年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
修
学
し
、
対
象
資
格
を
取
得
す

る
見
込
み

③
就
業
や
育
児
と
修
学
の
両
立
が
困
難

④
過
去
に
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
を
受

給
し
て
い
な
い

【
対
象
資
格
】
保
健
師
、
助
産
師
、
看

護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

理
容
師
、
美
容
師
、
保
育
士
、
介
護
福

祉
士
な
ど
の
国
家
資
格

【
支
給
額
】
月
額
　
万
3
千
円

10

※
平
成
　
年
４
月
か
ら
支
給
額
が
改
定

20

さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
期
間
】
修
学
期
間
の
最
後
の
3
分
の

1
に
相
当
す
る
期
間
と
し
、　
か
月
を

12

上
限修

学
を
始
め
る
前
に
 

母
子
自
立
支
援
員
に
相
談
を

　
支
給
を
希
望
す
る
方
は
、
修
学
を
始

め
る
前
に
児
童
家
庭
課
の
母
子
自
立
支

援
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
修
学
期
間
の
３
分
の
２
を
経
過
し
た

日
以
降
に
申
請
書
を
提
出
し
、
支
給
が

決
定
し
た
場
合
は
、
毎
月
　
日
ま
で
に

10

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

京

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

　
市
で
は
、「
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
総
合

対
策
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
自
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
就
労
支
援
と
し
て
は
、
野
田
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
「
就
業

支
援
講
座
」
や
、
指
定
す
る
教
育
訓
練

講
座
を
修
了
し
た
場
合
に
給
付
金
を
支

給
す
る
「
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

事
業
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
は
、

18

看
護
師
や
保
育
士
な
ど
、
長
期
に
渡
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
受
講
が
必
要
で
、
就

職
に
有
利
と
な
る
高
度
な
資
格
を
取
得

す
る
場
合
に
、
「
母
子
家
庭
高
等
技
能

訓
練
促
進
費
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

美
容
師
や
保
育
士
な
　
　
ど 
の
 

資
格
が
対
象
に

　
今
後
、
２
年
以
上
学
校
や
養
成
期
間

な
ど
で
修
学
し
、
資
格
取
得
を
予
定
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
親
は
、
児
童
家

庭
課
の
母
子
自
立
支
援
員
に
相
談
の
う
 

え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
市
内
に
住
み
、
対
象
資
格

を
取
得
す
る
た
め
に
修
学
を
予
定
す
る

方
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
母

子
家
庭
の
母
親

 資
格
取
得
を
め
ざ
す

　
　
　
　
母
子
家
庭
の
母
親
を
支
援

　
　
   ～
　
か
月
を
上
限
に
修
学
中
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
～

12

バ
ス
で
行
く
公
共
施
設
見
学
会

　
市
の
仕
事
や
施
設
を
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、３
月
　
日
鞘
に
、バ
ス
で
行
く

21

「
公
共
施
設
見
学
会
」を
開
催
し
ま
す
。

【
定
員
】　
人（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

30

【
集
合
場
所
・
時
間
】
市
役
所
・
８
時

　
分
／
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
９
時
　
分
い

45

15

ず
れ
も
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

【
コ
ー
ス（
予
定
）】
県
立
関
宿
城
博
物

館
師
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
師
い
ち
い
の

ホ
ー
ル
（
昼
食
・
自
由
）
師
市
民
会
館

・
郷
土
博
物
館
師
清
掃
工
場

【
費
用
】
県
立
関
宿
城
博
物
館
入
館
料

　
円
（
高
校
・
大
学
生
　
円
、　
歳
以

200

100

65

上
・
中
学
生
以
下
無
料
）

【
持
ち
物
】
ス
リ
ッ
パ
・
筆
記
用
具

【
申
込
方
法
】
３
月
６
日
障
ま
で
に
往

復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、☎
、集

合
場
所
、
市
報
に
関
す
る
ご
意
見
を
明

記
し
、〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

秘
書
広
報
課「
公
共
施
設
見
学
会
」係
へ

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

－

青
少
年
柔
剣
道
大
会
へ
参
加
を

　
野
田
市
総
合
公
園
体
育
館
で
、
４
月

　
日
醤
９
時
　
分
か
ら
「
青
少
年
柔
剣

27

30

道
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
参
加
資
格
】
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
か
、
野
田
柔
道
会
・
野
田
市
剣
道
連

盟
会
員
で
小
学
生
以
上
　
歳
以
下
の
方

30

※
参
加
費
無
料

【
試
合
方
法
】
柔
道
と
剣
道
と
も
に
ク

ラ
ス
別
試
合
。
個
人
の
部
は
ト
ー
ナ
メ

ン
ト（
柔
道
小
学
生
の
部
は
リ
ー
グ
戦
）、

団
体
の
部
は
リ
ー
グ
戦

【
申
込
方
法
】
３
月
７
日
鞘
ま
で
に
電

話
で
、
柔
道
の
部
は
山
口
☎
７
１
２
７

 
１
１
１
１
（
西
武
台
千
葉
高
校
内
）、

剣
道
の
部
は
篠
木
☎
７
１
２
２
 
１
６

１
２
へ

【
問
合
せ
】
青
少
年
課

－

－

施設の職員による説明も（昨年の見学会から）

日ごろの練習の成果を


